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研究成果の概要（和文）：人々の健康や保健行動と密接な関連がある、社会関係資本（ソーシャル・キャピタ
ル）と呼ばれる地域の特性が注目されている。本研究では、高齢者の健康と行動に関するデータより地域のソー
シャル・キャピタル得点を市民参加、社会的連帯、互酬性の３つの観点より算出した。また、地域の建造環境、
自然環境や社会環境からソーシャル・キャピタル得点を予測するモデルと見える化ツールを構築し、自治体の健
康施策検討への活用を試行した。

研究成果の概要（英文）：There are local characteristics called social capital that are closely 
related to people's health and health behaviors. In this study, social capital scores were 
calculated from survey data on the older adults from three perspectives: civic participation, social
 cohesion, and reciprocity. We also developed a model and visualization tool to predict social 
capital scores based on the local built environment, natural environment, and social environment, 
and utilized this model and visualization tool to examine health policies of local governments.

研究分野：建築計画・都市計画・公衆衛生

キーワード： 健康　社会関係資本　建造環境　自然環境　社会環境 　予測モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、地域のつながりであるソーシャル・キャピタルに注目し、建造環境、自然環境、社会環境からなる
環境要因との関係の分析に活用できうる基礎的資料を構築した。ソーシャル・キャピタルが測定されていない地
域においても、本研究結果を基に予測することが可能となった。また、構築されたデータを見える化ツールを通
じて、行政の健康施策の検討に活かせる可能性が見いだされた。誰もが健やかに生き生きと暮らすことのできる
社会環境づくりに寄与する研究成果が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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